
令和８年度 社会科　　１年（歴史的分野）　　年間指導計画・評価計画

単元名 学習目標 評価規準
項目名 学習内容 知 思 態 評価方法

【歴史のとらえ方と調べ方】 ○
・歴史の流れと時代区分 ○

2

【古代】 〇

〇
〇

〇
5

〇

〇

〇

4 〇

〇
1

〇
〇

〇

〇
〇

【知】年代の表し方や時代区分の意味や意義など基本的な内容
を理解している。
【知】資料から歴史に関わる情報を読み取ったり，年表などに
まとめたりするなどの技能を身に付けている。
【思】時期や年代，推移，現在の私たちとのつながりなどに着
目して，時代区分との関わりなどについて考察し表現してい
る。
【態】私たちと歴史について，よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追究，解決しようとしている。
（学習プリント・小テスト・定期考査）

２
学
期

９
月

１
０
月

評価の観点学
期

１
学
期

４
月

月

５
月

時
数

・中学校の歴史学習の導入として、小学校で学習した内容
をもとに課題を追究したり解決したりする活動を通して、
年代の表し方や時代区分の意味や意義についての基本的な
内容を理解させ、資料から歴史に関わる情報を読み取った
り、年表にまとめたりするなどの技能を身につけさせる。
・小学校での学習を踏まえて、歴史上の人物や文化財、出
来事などと時代区分の関わりなどについて考察し、適切に
表現させる。
・身近な地域のなかで、受け継がれてきた伝統や文化への
関心をもって、具体的な事柄との関わりの中で地域の歴史
を調べたり、収集した情報を年表などにまとめたりするな
どの技能を身につけさせる。

・歴史の調べ方/
まとめ方/発表の
仕方

・人類の登場から
文明の発生へ

6

・日本列島において狩猟・採集を行ってい
た人々の生活が農耕の広まりとともに変化
していったことや、自然崇拝や農耕儀礼な
どに基づく信仰が後の時代にもつながって
いることを理解できる。
・ヤマト王権の勢力の広がりについて、古
墳の大きさやその分布からとらえるととも
に、東アジアとの関わりについては、大陸
から移住してきた人々が日本の社会や文化
に果たした役割に気づくことができる。

【知】日本列島における農耕の始まりと人々の生活の変化、ヤ
マト王権の勢力の拡大などをもとに、倭（日本）は東アジアの
文明の影響を受けながら国家を形成していったことを理解して
いるとともに、諸資料から歴史に関するさまざまな情報を効果
的に調べ、まとめている。
【理】農耕の広まりや生産技術の発展に渡来人が果たした役割
に着目し、人々の生活や社会に与えた影響を、事象を相互に関
連づけるなどして、多面的・多角的に考察し、表現している。
【主】日本列島における国家形成について、「章の問い」と関
連づけながら「日本列島ではどのようにクニができ、勢力を拡
大したのだろうか」という「節の問い」を主体的に追究しよう
としている。
[定期考査、授業プリント、製作物など］

6
月

・聖徳太子の政治、大化の改新から律令国
家の確立に至るまでの過程を大きくとら
え、大陸の文物や制度を積極的に取り入れ
ながら国家のしくみが整えられたことを理
解できる。
・大陸からもたらされた仏教が、日本の文
化のさまざまな面に影響を及ぼしたことに
気づき、国際的な要素をもった文化が栄え
たことを理解できる。

【知】律令国家の確立に至るまでの過程をもとに、大陸の文物
や制度を積極的に取り入れながら国家のしくみが整えられ、そ
の後、天皇や貴族による政治が展開したことを理解していると
ともに、諸資料から歴史に関するさまざまな情報を効果的に調
べ、まとめている。
【知】仏教の伝来とその影響などをもとに、国際的な要素を
もった文化が栄えたことを理解しているとともに、諸資料から
歴史に関するさまざまな情報を効果的に調べ、まとめている。
【理】東アジアとの接触や交流に伴う日本の政治や文化の変化
に着目して、東アジアの動きが政治や文化に与えた影響を、事
象を相互に関連づけるなどして、多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主】律令国家の形成や古代の文化と東アジアとのかかわりに
ついて、「章の問い」と関連づけながら「なぜ、日本の古代国
家は、中国にならった国づくりを行ったのだろうか」という
「節の問い」を主体的に追究しようとしている。
[定期考査、授業プリント、製作物など]

7
月

・摂関政治のもとでの平安京における貴族
の政治の特色を理解できる。
・東アジアの情勢の変化によって、日本で
も政治と文化において独自の動きがみられ
るようになったことを理解できる。
・日本独自のかな文字が発明され、それを
使った文学作品が書かれたことなどに気づ
き、文化の国風化が進んだことを理解でき
る。

【知】摂関政治のもと、平安時代は、藤原氏の皇室との姻戚関
係や広大な荘園の所有を背景に政治の実権が天皇から貴族に移
行していったことを理解しているとともに、諸資料から歴史に
関するさまざまな情報を効果的に調べ、まとめている。
【知】かな文字の成立などをもとに、文化の国風化が進んだこ
とを理解しているとともに、諸資料から歴史に関するさまざま
な情報を効果的に調べ、まとめている。
【理】平安京への遷都や密教の興隆、国風文化の形成に着目し
て、東アジアの動きが政治や文化に与えた影響を、事象を相互
に関連づけるなどして、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主】律令国家の形成や古代の文化と東アジアとの関わりにつ
いて、「章の問い」と関連づけながら「中国の影響を受けた日
本の政治と文化は、どのように変化していったのだろうか」と
いう「節の問い」を主体的に追究しようとしている。
[定期考査、授業プリント、製作物など]

・古代文明や宗教が起こった場所や環境な
どに着目して文明や宗教の特徴を比較して
考察し、世界の各地で人々が農耕や牧畜を
基盤に築いた諸文明には、生活技術の発
達、文字の使用、国家のおこりと発展、都
市や巨大建造物、身分の分化などの共通す
る特徴があることに気づかせる。

・ギリシャ・ローマ文明の政治制度につい
て、現代につながらう面と現代の民主主義
とは異なる面の両面を踏まえて理解させ
る。

【知】世界の古代文明や宗教のおこりをもとに、世界の各地で
文明が築かれたことを理解している。
【知】日本列島における農耕の広まりと生活の変化や当時の
人々の信仰、ヤマト王権による統一の様子と東アジアとの関わ
りなどをもとに、東アジアの文明の影響を受けながら日本で国
家が形成されていったことを理解している。
【知】律令国家の確立に至るまでの過程、摂関政治などをもと
に、東アジアの文物や制度を積極的に取り入れながら国家のし
くみが整えられ、その後、天皇や貴族による政治が展開したこ
とを理解している。
【知】仏教の伝来とその影響、かな文字の成立などをもとに、
国際的な要素をもった文化が栄え、それらを基礎としながら文
化の国風化が進んだことを理解している。
【理】古代文明や宗教がおこった場所や環境、農耕の広まりや
生産技術の発展、東アジアとの接触や交流と政治、文化の変化
などに着目して、事象を相互に関連づけるなどして、古代の社
会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現している。
【理】古代までの日本を大観して、時代の特色を多面的・多角
的に考察し、表現している。
【主】古代までの日本について、よりよい社会の実現を視野に
「国づくりが行われていった古代の社会には、どのような特色
があったのだろうか」という「章の問い」を主体的に追究しよ
うとしている。
[定期考査、授業プリント、製作物など］

１

・東アジアのなか
の倭（日本）

・中国にならっ
た国家づくり

・展開する天
皇・貴族の政治

4



【中世】 〇
・武士の世の始まり

〇

〇

・武家政権の内と外 〇

〇

〇

〇

〇
〇

1 〇

３
学
期

１
２
月

１
月

２
月

３
月

・武士が台頭して武家政権が成立し、その
支配が広まったことを理解できる。
・武家政治の特徴を考察し、天皇や貴族の
政治との違いという観点から、古代から中
世への転換の様子に気づくことができる。

【知】鎌倉幕府の成立により、主従の結びつきや武力を背景と
した武家政権が成立し、その支配が広がるとともに、武士の気
風にあった力強い文化が発展したことを理解し、諸資料から歴
史に関するさまざまな情報を効果的に調べ、まとめている。
【理】武士の政治への進出と政治の展開、貴族の政治との違い
に着目して、武家政権の特徴を事象を相互に関連づけるなどし
て、多面的・多角的に考察し、表現している。
【主】武家政権の成立とユーラシアの交流について、「章の問
い」と関連づけながら「なぜ、武士が政治の実権を握るように
なったのだろうか」という「節の問い」を主体的に追究しよう
としている。
[定期考査、授業プリント、製作物など]

１
１
月

5

・中世とはどのような時代か、自分の言葉
で表現したり、意見交換を行ったりするこ
とができる。

【主】第３章における自身の学習の経緯について振り
返り、学習の方法や留意点について自身の学びを確
認、調整しようとしている。
[授業プリント、製作物など]

・人々の結びつ
きが強まる社会

・中世までの振
り返り

4

・蒙古襲来（元寇）がユーラシア大陸の変
化のなかで起こったことなど、武家政治の
展開とともに、東アジア世界との密接な関
わりがみられたことを理解できる。
・南北朝の争乱のなかで室町幕府が成立
し、武家社会がしだいに大きな力をもって
いったこと、日明貿易で銅銭が大量にもた
らされ、貨幣経済の発達を促したこと、琉
球が日本、明や朝鮮、東南アジア諸国との
中継貿易を行っていたことを理解できる。

【知】蒙古襲来が国内に及ぼした影響、南北朝の争乱と室町幕
府、日明貿易、琉球の国際的な役割などの知識をもとに、武家
政治が東アジア世界と密接な関わりをもちながら展開していっ
たことを理解し、諸資料から歴史に関するさまざまな情報を効
果的に調べ、まとめている。
【理】東アジアにおける交流に着目して、モンゴル帝国の拡大
や衰退が国内の政治や社会に与えた影響を、事象を相互に関連
づけるなどして、多面的・多角的に考察し、表現している。
【主】武家政治の展開と東アジアの動きについて、「章の問
い」と関連づけながら「ユーラシア大陸からの影響によって、
日本にどのような変化が起こったのだろうか」という「節の問
い」を主体的に追究しようとしている。
[定期考査、授業プリント、製作物など]

・農業など諸産業の発達や、畿内を中心と
した都市や農村における自治的なしくみの
成立が、当時の社会の大きな変化であるこ
とや、それに伴って商品流通が活発化した
ことを理解できる｡
・武家政治の展開や民衆の成長を背景とし
た多様な文化が生まれたことが理解でき、
この時代の文化のなかに現代に結びつくも
のがみられる点に気づくことができる。
・各地に戦乱が広まるなかで戦国大名が登
場し、みずからの領国を支配して分国法を
定めたり、城下町を形成して産業の振興に
努めたりしたことや、下剋上の風潮など、
社会全体が大きく変化していったことを理

【知】農業など諸産業の発達、都市や農村における自治的なし
くみの成立、多様な文化の形成、応仁の乱後の社会の変動など
をもとに、民衆の成長を背景とした社会や文化が生まれたこと
を理解し、諸資料から歴史に関するさまざまな情報を効果的に
調べ、まとめている。
【理】室町時代の農業や商工業の発達に着目して、民衆の成長
が社会に与えた影響を、事象を相互に関連づけるなどして、多
面的・多角的に考察し、表現している。
【主】民衆の成長と新たな文化の形成について、「章の問い」
と関連づけながら「なぜ、人々は結びつきを強めていったのだ
ろうか」という「節の問い」を主体的に追究しようとしてい
る。
[定期考査、授業プリント、製作物など]
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